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問1 世界の主要なエネルギー資源のうち、2013年の統計において1位の国が57.8％と過半数の生産シェアを占め、次いでインド、
インドネシアが上位に位置している鉱産資源はどれか、選びなさい。 （2018年　岡山公立入試　類似）

1.  石炭 2.  石油 3.  天然ガス 4.  鉄鉱石

問2 東南アジア諸国連合（ASEAN）加盟国における、近年の産業の変化について説明した文として、適切なものはどれですか。
（2017年　茨城県公立入試　類似）

1.  安価な労働力を生かして外国企
業を誘致し、衣類や電気機器など
の工業化を急速に進めてきた。

2.  農業中心の産業構造を維持し続
けており、現在も輸出額のほとん
どを農産物が占めている。

3.  重工業から知識集約型の情報通
信産業へ移行するため、周辺の先
進国との貿易を制限している。

4.  石炭や鉄鉱石などの豊富な鉱物
資源の輸出に頼り、製造業の育成
には消極的である。

問3 南アジアに位置するインドにおいて、人口の約8割という最も多くの人々に信仰されている宗教は何ですか。この宗教では牛が
神聖な動物として大切にされており、街中の路上で牛が自由に過ごしている光景も見られます。 （2025年　岡山公立入試　類似）

1.  ヒンドゥー教 2.  イスラム教 3.  仏教 4.  キリスト教

問4 インドには「カースト制度」と呼ばれる、歴史的な背景を持つ身分制度が存在します。この制度をめぐる現在のインドの状況
について説明したものとして、正しいものはどれですか。 （2025年　岡山公立入試　類似）

1.  憲法によって、身分による差別
をすることが禁止されている。

2.  国の伝統的な社会構造として、
現在も法律でカースト制度が公認
されている。

3.  イスラム教の教えに基づき、特
定の聖地でのみ適用が認められて
いる。

4.  IT産業などの急速な経済発展
に伴い、法律によってカースト制
度の呼称自体が廃止された。

問5 東南アジアの諸国において、かつての植民地時代に開発され、現在も熱帯の気候を活かして天然ゴムなどの特定の作物を大量
に生産している大規模な農園の名称を答えなさい。 （2021年　千葉県公立入試　類似）

1.  プランテーション 2.  施設園芸農業 3.  地中海式農業 4.  スクラップ・アンド・ビルド

問6 東南アジアの大陸部中心に位置し、マレー半島の付け根付近まで領土を持つ国の地理的特徴について、正しい説明はどれか。
（2023年　山形公立入試　類似）

1.  チャオプラヤ川流域の肥大な平
野や首都周辺に人口が集中してお
り、人口密度が高い。

2.  ユーラシア大陸の東端に位置
し、ドイモイ政策による経済発展
で沿岸部の人口密度が急上昇して
いる。

3.  赤道直下の島嶼部で構成され、
ジャワ島などの特定の島に人口が
極端に密集している。

4.  マレー半島の先端に位置する都
市国家であり、国土全域にわたっ
て極めて高い人口密度を示す。

問7 アジア州の地形や位置関係を説明した次の文のうち、北緯20度の緯線が通過する地域の説明として、最も適切なものはどれで
すか。 （2025年　愛知公立入試　類似）

1.  サウジアラビア南部、インド南
部、ミャンマーなどのインドシナ
半島北部を通過している。

2.  トルコ、イラク、イランなどの
西アジア北部から、ヒマラヤ山脈
の北側を通過している。

3.  スリランカやマレー半島、イン
ドネシアの諸島部など、赤道に近
い地域を通過している。

4.  日本列島の中央部から中国の黄
河流域、中央アジアの乾燥帯を通
過している。

問8 インドで広く信仰されているヒンドゥー教が、現地の人々の食生活や社会構造に与えている影響について述べたものとして、
最も適切なものはどれですか。 （2023年　山口公立入試　類似）

1.  牛を神聖な動物として崇めるた
め、牛肉を食べることを避ける習
慣がある。

2.  豚を不浄な動物として遠ざける
ため、豚肉を食べることは禁じら
れている。

3.  徹底した平等主義を掲げ、歴史
的な身分制度であるカーストの影
響を完全に排除している。

4.  一神教の教えに基づき、偶像崇
拝が厳格に禁止されている。

問9 中国では、1人あたりの総生産が3000ドル未満にとどまる内陸部から、5000ドルから8000ドル以上に達する北京・上海・広
州などの沿岸部へ向けて、年間数百万人規模の人口移動が見られます。このような大規模な移動が起こる背景として、最も適
切な説明はどれですか。 （2022年　佐賀公立入試　類似）

1.  内陸部と沿岸部の間に大きな経
済格差があり、現金収入を得るた
めに農村から都市へと「出かせ
ぎ」が行われている。

2.  沿岸部の過密状態を解消するた
め、政府が内陸部の農村へ労働力
を分散させる政策を推し進めてい
る。

3.  内陸部の都市部における賃金が
沿岸部を上回ったため、高度な技
術を持つ労働者が一斉に内陸へ移
動している。

4.  沿岸部の農村における深刻な労
働力不足を補うため、内陸部の都
市住民が農業に従事するために移
動している。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
石炭

中国は世界の石炭生産において圧倒的なシェアを誇っており、2013年時点の統計では57.8%と世
界全体の半分以上を生産しています。石炭は中国のほか、インドやインドネシアといったアジア諸
国、そしてアメリカ合衆国などで多く生産されているのが特徴です。石油や天然ガスと比較して、
中国の占める割合が極めて高い点が判別のポイントとなります。

問2 答え 1
安価な労働力を生かして外国企業を誘致
し、衣類や電気機器などの工業化を急速
に進めてきた。

ASEAN諸国は、1970年代以降、外国資本や技術を積極的に導入することで、従来の農業中心の経
済から工業中心の経済へと大きく転換しました。特に、豊富な労働力を背景に衣類や電気機器の組
み立てなどの輸出向け工業を発展させ、「世界の工場」の一部として重要な役割を果たしていま
す。この経済発展により、域内での経済協力の重要性がさらに高まっています。

問3 答え 1
ヒンドゥー教

インドで最も信仰されている宗教であり、牛を神聖視して食べない、ガンジス川で沐浴を行うとい
った、生活に深く根差した文化や習慣を持っています。仏教はインドで誕生しましたが、現在のイ
ンドでの信仰者はごくわずかです。また、肌を露出しない伝統的な黒い服を着用する女性が見られ
る場合は、西アジアなどで多く信仰されているイスラム教の文化の影響が考えられます。

問4 答え 1
憲法によって、身分による差別をするこ
とが禁止されている。

カースト制度はインドの伝統的な身分制度として、職業や結婚などの社会生活に長く影響を与えて
きました。しかし、現代のインドでは民主化と人権尊重の観点から、憲法によってこの制度に基づ
く不当な差別を明確に禁止しています。現在も社会的な慣習として一部に影響が残っていることが
課題となっていますが、法的に容認されているわけではありません。

問5 答え 1
プランテーション

熱帯地域において、特定の作物を単一栽培（モノカルチャー）する大規模な農園はプランテーショ
ンと呼ばれます。歴史的に植民地支配と深く結びついており、現地の経済構造が特定の農産物の輸
出価格に左右されやすいという課題も抱えています。

問6 答え 1
チャオプラヤ川流域の肥大な平野や首都
周辺に人口が集中しており、人口密度が
高い。

タイは東南アジア大陸部の中央に位置する国です。中央部を流れるチャオプラヤ川流域は広大な平
野となっており、古くから稲作が盛んで人口を支えてきました。特に政治・経済の中心である首都
バンコクとその周辺部では、工業化の進展も相まって人口密度が非常に高くなっています。選択肢
にあるドイモイ政策はベトナム、島嶼部の特徴はインドネシア、マレー半島先端の都市国家はシン
ガポールの説明です。

問7 答え 1
サウジアラビア南部、インド南部、ミャ
ンマーなどのインドシナ半島北部を通過
している。

北緯20度線は、アジア大陸の南半分を横断する重要な境界の一つです。西ではアラビア半島の南部
（サウジアラビアやオマーン）を通ります。南アジアではインド半島の南部を、東南アジアではイ
ンドシナ半島の北部（ミャンマー、ラオス、ベトナムなど）を貫いています。選択肢にある西アジ
ア北部やヒマラヤ以北は北緯30度以上、日本列島や中国北部は北緯35度から40度付近、スリラン
カやマレー半島は北緯10度より南側の地域に該当します。

問8 答え 1
牛を神聖な動物として崇めるため、牛肉
を食べることを避ける習慣がある。

ヒンドゥー教では牛が神の乗り物として神聖視されており、殺生や食用を避ける文化が根付いてい
ます。一方で、歴史的には「カースト」と呼ばれる身分制度と深く結びついてきた背景があり、現
在も社会的な影響が残っています。豚肉を禁忌とするのは主にイスラム教の特徴です。

問9 答え 1
内陸部と沿岸部の間に大きな経済格差が
あり、現金収入を得るために農村から都
市へと「出かせぎ」が行われている。

中国では1970年代末からの改革開放政策により、外資を受け入れやすい沿岸部で先行して経済発展
が進みました。その結果、経済発展が遅れ賃金水準の低い内陸部と、発展した沿岸部の間に著しい
経済格差が生じました。内陸部の農村に住む人々は、より高い賃金や現金収入を求めて、沿岸部の
都市へと移動して働く「出かせぎ」を活発に行っています。


